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collectively we are Lloyd's." 、NilliamFarrant 
谷山新良
I ロイヅ小史







Lloyd'sの名称がみられる最初の文献は LondonGazette， No. 2429. (From 
Monday February 18 to Thursday 21， 1688 (9) オヅグスフォード大学 Bodleian圏 l
書館所蔵)である。 すなわち，盗まれた時計について何がしかの情報をもヮて
いる人は， T ower StreetにあるLloyd'sCo世間 Houseに知らせていただき
たい，としづ広告記事である。
ロY ドゾの最初のコーヒー庖は St.Michael's Alley (Cornhill)に，一一現
在の JamaicaWine Houseの敷地に一一， Ragusa (現在の Dubrovnik，ユー
ゴースラヴィヤ)生れの商人 PasquaRoseeによって聞かれた。 1652年九
1) 船舶のミロイド統計、で有名なロイヅ船級協会 (TheLloyd's Register of Shipping) と本
稿のロイヅとは.生い立ち，組織，性格，業務を異にする全く別個の機関である。前者は船舶の
検査，船艦格付け，船名録の害者行を業務とする公益法人，後者は保険業者の組合である拡的法人。
2) Jamaica Wine Houseの壁には HERE STOODjTHE FIRST LONDONjCOFFEE 
HOUSEjAT THE SIGN OF/PASQUA ROSEE'S HEAD/1652 と書b、たロンドン市によ
る銘板(陶器〉がある。





源している EdwardLloyd (1648? -1713)の Lloyd'sCo宜ccHouseもその l
つであわかっ海上企業者の愛好したコーヒー屈であコた。それは当初，ロ y
}t Y塔からロ Yパート街lご向う TowerStreetに臨んでいたが， 1691年にロソ














業者たち79人は，ついに1769年 3月21日， O!d Lloyd'sに訣別して分離独立し
た。これがすなわち "New Lloyd's"である。指導者は18世紀末から19世紀初
頭にかけてイギリス財界の大御所であり， (小)ピット首相り経済顧問でもあっ
た J.J. Angerst ein (I735ー 1823)である。
3) Cou仕sand C<l 銀行の正門入口の向って左側の壁には SITE OF jLLOYDSjCOFFEE 
HOUSEj1691-1785 と」、う p ンドγ市の銘板がある。
64 (64) 第 101巻第1号
New Lloyd'sに参加せず残留したロイグ常連は "OldLloyd's" とよばれ
た。 1769年から OldLloyd'sが消滅した1785年まで17か年間 New Lloyd's: 
とOldLloyd'sの間で激しい競争が展開されたが， 時代の趨勢には抗すべく
もなく，後者はついに自然、消滅した。そこで， N ew Lloyd's も， 1794年 7月






さて，かくして， N ew Lloyd'sの出現はただにロイヅのみならずそれはまた
イギリスの保険(業)を一変させた。 New L1.oyd'sの分離独立から 1860年代
にいたる約 100年聞を，私はイギリスにおける近代的保険の形成確立期と考え
ている。すなわち，この100年間に，イギリスでは 2つの特許保険会社(Lon
don Assurance Corporat凹n と RoyalExchange Assurance Corporation) に声すす
る特許権停止(1824年6月24日。特許は172C年6月24日).Nathern Rothschildが創
立した AllianceMarine and General (1824) や IndemnityMutual Marine 
をはじめ近代的保険会社が続々創立されたこと， 株式会社登記法 (]oint-Stock




4) F Martin， Tho Hisio叩 01Lloyd's and Ma'l'ine Insu'I'ance in Gyeat Bri加勿 1876，p_ ]68 
5) New Lloyd's創立までのロイヅコ ヒ←庖は E ロイドおよびその後継者たるロイヅ マス
ター たちの個人的所有物であり j いわゆるロイヅ常連はその顧客にすぎない。 これに反し Np.w
Lloyd's創立以後のロイヅはロイヅ メンパ 連の共有財産であって， Masterや HeadWaュt"
や会亘 個人の所有物でなし、。この点、においても NewLloyd'sは口ldLloyd'sと質的に全く
異なっている。
ロイヅ史の権主主ある文献であるC.Wright .and C. E Fayleの A H~sto叩 01Lloyd's も現
在のロイヅの realorigin は Pope'sHead Alleyの NewLloyd'sであって. Lombard 
StreetのOldLloyd'，>ではない とい q ている。同書 p.108 
ロ イ ノー (65) 65 
ロイヅ会員資格規定制定 (1800)，ロイヅ成文規則制定およびロイヅの再編成
(1810) ，ロイヅの Master制廃止と HeadWaiter制の採用(1837)， ロイヅ
保険証券の"In the N ame of God， A問問 H を“Beit known that "に変







London Assurance Corporationと RoyalExch~ngc Assurance Corporation 
( 2っとも現存〉に限定されたので， 1つには，特許状が停止される1824年まで，
保険会社の創立が禁止古れたこと 2つには二特許会社が経験と企業心に乏し
< ，いわゆる "rεglllarrisks" (イギリスとアメりカ， またはイギリスとヨー
ロヅバ大陸との聞の航海に関する Tisks) のみ壱引受け，“ crossrisks" (第三
国閉または第三国内の risks)は敬遠したので， 特許会社の契約高は予想に反
して伸びなかった。 イギリス政府が議会の特別委員会 (1810)に提出した報告
書によれば，ロ Y ド y市における個人保険業者の市場占有率が94~6%であっ








6) F. Martm， ibid.. p. 246 






New Lloyd'sは独立当初は Pope'sHead Alleyに開庖したが， 1774年3月
に RoyalExchangeの西北隅に移転した。 1928年に現在の場所，すなわち，
ロYパード街やイングラ y ド銀行などからほど遠くないレデノーノレ街(Leaden




r(l) 保険引受組合員 ~ . active merobers 
underwriting皿 e皿 berslb.非活動的メンバー
1 ロイヅ組合員 f 、 non~active members 
Llovd's Mcmbcrs I ，~" .，，".""~"，， l(2) 非保険引受組合員
nOI1-underwriting members 
2 年会員 (AnnualSubscribers) 




l肌 I1叩 I1叩 I1蜘|附|附
U.nderwriting 
631 1412 2743 4808 5546 Members 
Non-underwnting 
72 29 12 10 Members 
Annual Subscribers 349 328 326 332 
As品OClates 84 114 114 127 






ロイヅ (67) 67 
(1) ロイヅ組合員 Lloyd'sMembers 
ロイヅ組合員はロイヅの中心的構成要素である。
南海泡沫事件当時， いわゆるとロイプ常連ミは 100人内外であ勺た。 New
Lloyd's創立発起人は79人であるが，その後組合員数は増えつづけ， 1870年に
は617人， 1930年に1484人，そして1967年 1月1日現在は6087人であったり。














これに反し， “The Room JJ や図書館の利用は ThisR∞m/P工ivatejAnd




7) C. Wright and C. E. Fayle， A History of Lloyd's， p.361. p. 427;およびH.E. Raynes， 
A Hisわ叩 01British InsU'l'ance， pp. 323ー26;および InformationQ:fice uf Lluyu'sの資料
による。
8) Lloyd'sの"TheRoom の扉の掲ポ文。






















あって，ロイヅと山thLloyd's契約するのではない。 ロイヅで at Lloyd's 









William Farrant が喝破したように，“Individuallywe are Underwriters; 




















ゆえに，個々のロイヅ・メ Y...'::ー の質をよくする問題すなわち，ロイヅ・メ Y
10) C. Wright and C ιFayle， ibid.， p:420 
11) 以下の論述については C.E. Golding and D. King-Page， Lt吋 d's，Cbapt. 2. (pp. 31-48) 
参照。

































の信用度は著しく高まった。 C.Wright と C. E. Fayle が，この強制的供


















の制度は会計検査制度である。 この制度の創意者はじ ヒ一九 (CuthbertE 
Heath)である。すなわち，早くも 1906年ヒーλは会計検査をさせないロイヅ
12) 入会候補者は最低2万5000ポソドの自由賢産 (freeassets)をもって、、る」とj かッ，この自
由資産を危険に陥れるおそれのある他の事業に従事していないことを証明しなければ入金を許さ
れないという。C.E. Golding and D. K四 g-.Page，ibid.， pp. 31-50 
















































































ロイブ・ブロカーの機能は， (1)保険契約の締結， • (2)保険証券発行， (3) ク
13) H. E. Ra.ynes， A H.叫ゆり 01British J，刑U?a切 e，p. 48 
14) プロカー については c.E. Golding and D. King-.Page， Lloyd's， Chapt. 3， Lloyd's Brokers 
(pp. 49-72)参照。
ロイヅ (75) 75 
























(2) ジソジケートとネーム Syndicates and N ames 
15) Lloyd'sのInior皿司ionQ:lficeの回答による。
16) C. E. Golding and D. King-Page，必id.，pp. 69-70 




















自動車保険 火災他おのよ保びその険 生命保険 (延へ数)
組員合数 Iケシーント数ジ 組員合数 Iγ ン ジケト数 組員合数IジケーYト数ジ 組員合数 Iジケ ント数ジ 組員数合Iケシ ント数ジ
1948 2258 160 624 20 2355 100 5 1 5242 281 
1950 2606 160 733 21 2638 106 5 1 5982 288 
1955 3697 175 981 20 3741 94 10 2 8429 291 
1960 4506 166 1486 21 4622 92 19 3 10633 282 
1964 5234 162 2386 ¥26 5291 84 49 5 12960 277 
1967 5734 174 3079 31 5733 80 77 7 14623 292 
資料 Th~ Post Magazine and Insurance Mo由"九および InformationOffice of Lloyd's 
の回答から作成。
17) Lloyd'sの InformationOfficeの回答による。
イゾ (77) 77 
γγジケートを代理して，プロカーの提供するリ凡クを取捨選択し，契約条件
を取決め，グレームの処理その他の業務壱行う者を，ロイヅではアンダ←・ラ



















active memberといい，そうでない者を non-activemember とよぶ。ちなみ
に.1966年 4月末日現在， active memberは約1500人であった。
(3) 共同保険
ロイヅでは保険契約者とロイヅ保険者が相対(あいたい)で保険契約や保険金
IS) シンジケ ト，ネー ム』保険引受代理については.C. E. Golding and D. King-Page，包oid..
Chapt. 2， The UnderwriteI"s (pp. 31-48)審問。





















A=A， +A，+ ......+A.+......+A戸主A， (刑ミ1) 、(1)






(The Post Magaz同 e帥 dInsu畑町，M，刑 tOY，Vol. 128， No. 34.) 










よって比例配分される。すなわち， γVジケー l内の第J番目の早 ムの引受
比率を P，とすれば，

















契約関係であってV ンジヶートないし F イヅとの契約ではない。したがヮて，
80 (80) 第 101巻第1号
ヒ例でいえば mxn個の独立した保険契約{共同保険)が同時並立的に締結
されることになる。
V ンジケート間共同保険にあっては，既述のように， -:/ Yジケ-，の引受額
には一定の事前的比率関係は全く存在しない。このととは，たとえば 1人のア
ンダー・ライターが複数のつ/γジケートを代理している場合であっても全〈そ
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